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市
内
の
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

、９
基
を
紹
介
し
ま
す

　
国
分
尼
寺
の
庚
申
堂
内
に
設
置
。
江

戸
時
代
前
期
の
も
の
で
、
堂
内
に
は
碑

文
の
解
説
も
あ
り
、
現
在
も
近
隣
住
民

の
手
で
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
三

猿
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
塔
。

　

６
本
の
腕
を
持
つ
青
面

金
剛
像
と
三
猿
が
彫
ら
れ

た
塔
は
庚
申
塔
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
形
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
手
が
６
本
の
青

し
ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

像ぞ
う

の
下
に
刻
ま
れ
て
い
る

三
猿
は
風
化
に
よ
り
薄
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
市
内
で
一
番
古
い
庚
申
塔
。

　
土
台
に
三
猿
あ
り
。
庚
申
塔
に
は「
庚

申
供
養
」
や
「
庚
申
塔
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。

　
「
見
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
」

の
三
猿
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
状
態
で

残
っ
て
い
る
。

1
造
立
年
月
日	

寛
文
６（
１
６
６
６
）年
３
月
16
日
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7
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8
造
立
年
月
日	

正
徳
３（
１
７
１
３
）年
９
月
16
日

5
造
立
年
月
日	

正
徳
３（
１
７
１
３
）年
11
月

7
造
立
年
月
日	

承
応
４（
１
６
５
５
）年
５
月

6
造
立
年
月
日	

文
政
10（
１
８
２
７
）年
２
月

3
造
立
年
月
日	

宝
暦
10（
１
７
６
０
）年
９
月

9
造
立
年
月
日	

明
治
22（
１
８
８
９
）年
２
月
13
日

4
造
立
年
月
日	

嘉
永
３（
１
８
５
０
）年
９
月

2
造
立
年
月
日	

享
保
５（
１
７
２
０
）年
11
月

　
正
面
に
は
庚
申
塔
と
あ
る
が
、
道ど
う

標
ひ
ょ
う

の
役
割
も
し
て
い
た
。
東
に
は「
江
戸
」、

西
に
は
「
大
山
」
や
「
あ
つ
木
」
な
ど

の
文
字
が
分
か
る
。

　
土
台
部
分
に
三
猿
あ
り
。

国
分
北
２‐６
（
国こ
く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
金こ
ん
ど
う
あ
と

堂
跡
）

大
谷
南
３‐25

国
分
寺
台
４‐13

（
国
分
寺
台
第
４
児
童
公
園
内
）

国
分
南
１‐19

（
消
防
団
第
１
分
団
詰
所
わ
き
）

国
分
南
１‐23
（
大お
お
欅け
や
きの
根
元
）

柏
ケ
谷
（
目
久
尻
川
弥
生
橋
付
近
）

▲６本の腕を持つ青面金剛。弓の形がはっきり
と分かる

▶
彫
ら
れ
た
文
字
か
ら
は
、講
中

７
人
に
よ
る
造
立
が
分
か
る

▲堂の付近に２基の庚申塔と地蔵が並ぶ

▲国分尼寺金堂跡の碑が残る
歴史ある場所

▲大谷の切り通しの途中にある祠
ほこら

の中、静かにたたずむ

▲7と6が並ぶ

▲ほかの地蔵とともに、地元住民から大切にされて
いる様子がうかがえる

▲史跡相模国分寺跡の碑と並ぶ庚申塔
（左から２つ目）。この辻が交通の要
所であったことがしのばれる

【
参
考
図
書
】

「
海
老
名
の
庚
申
塔
」

　
（
税
込
み
４
０
０
円
）

　
市
役
所
地
下
売
店
で
販
売
中

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
遺
産
」

「
海
老
名
市
史
７　
通
史
編　
近
世
」


